
平成 27 年度 文化庁地域の核となる美術館・博物館支援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

旧中島家住宅 へっつい通信 vol.4 
発 行：市民とともに行う栗東歴史民俗博物館創造活動事業実行委員会  

発行日：2 0 1 5 年 7 月 4 日 （ 土 ） 

火
ひ

迺
の

要
よ う

慎
じ ん

 ～かまどと愛宕
あ た ご

の神さま～ 

や、講によっては愛宕神社の

神
じん

花
か

とされる樒
しきみ

を受けてきて

います。台所の「火迺要慎」も、

こうして代参人が受けてきた

お札なのです。 

 栗東市内では 7 月 23 日を

中心に講員全員が集まり、飲

食をともにする場が設けられ

ます。これは愛宕神社の祭日、

“千
せん

日
にち

詣
まいり

“の日程に合わせたも

ので、千日詣がかつて旧暦の 6

月 23～24 日に行なわれてい

たことに由来しています。こ

の日は愛宕神社にお参りする

と、名前のとおり千日分お参

りしたご利益があるとされて

います。現在、千日詣は 7 月

30 日～8 月 1 日に行なわれて

おり、日中・夜中の隔たりなく

参道は互いに「お上りやす」

「お下りやす」の声を掛けな

がら、神社を目指して上る人、

お参りを終えて下る人でごっ

たがえします。 

 代参人とならなかった講員

も、それぞれの講で愛
あ

宕
たご

祠
ほこら

や

掛軸に表された愛宕の神さま

に手を合わせ、千日分のご利

益を受けるのです。 

 IH 調理器が普及しだした今

日でも、栗東市域で愛宕講が

維持されている地域は多く、7

月中は愛宕祠を囲む講員の姿

を目にする事もあるでしょ

う。愛宕祠やお札を納めるた

めの石碑は意外と身近な場所

にあります。みなさんがお住

まいの地域で探してみても楽

しいかもしれません。 

 

 

 

 栗東市内の民家の台所には「火
ひ

迺
の

要
よう

慎
じん

」と記されたお札が貼られていることがあります。かまど

があった時代には、その脇に貼られていたこのお札、京都の愛
あ

宕
たご

神
じん

社
じゃ

で出されたもので、火事の災

厄を除ける効果があるとされます。 

 現在のようにガスや電気ではなく、火のついた薪
まき

をくべて調理するかまどでは火事への恐れが格

段に高く、火
ひ

伏
ぶ

せの神さまとされる愛宕の神さまへの信仰が高かったのです。一方、愛
あ

宕
たご

山
やま

の頂上

（標高 924m）にある愛宕神社への参詣は、かなりの労力が必要でした。栗東市域では、複数の家々

で“愛
あ

宕
たご

講
こう

”とよばれる組織を作り、年 1 回代表して参詣する代
だい

参
さん

人
にん

を決め、仲間の家々に貼るお札 
▲ガステーブル上、レンジフー
ド脇に貼られたお札（2015 年 
山入自治会館台所） 

栗東市内 

愛宕祠･愛宕納札石碑所在場所 



 

 

 

 

 

ドヘッツイ再生レシピ③～7月 4・5日ワークショップの手順～ 

指導：宮奥 淳司さん（宮奥左官工業 一級左官技能士） 
コーディネート：岸田 知之さん 

 

8月 8日（土）です。これが最終のワークショッ

プです。登録された方はよろしくお願いします。 

そのほかの方も見学自由です。 

▲かまどの位置決めも行ないました。 ▲表面仕上げ用の土を取り分ける作業も行ないま

した。 

▲土間ではワークショップと並行して、かまど部

分に三和土を復旧。子どもたちも叩き締めるため

ジャンプ、ジャンプ!! 

▲古畳を解体し、かまどの土の材料となる藁を取

り出しました。 

▲畳から取り出した藁は押し切りという道具で細

かく刻みました。 

▲切った藁と、前回と今回のワークショップで細

かくした土をフネに入れ、土を捏ねました。しば

らくすると藁は発酵し、繊維質だけが残ります。 

内型 

 7 月 4 日･5 日に行なうワークショップで

は、かまどの躯体を内型を使って成型しま

す。内型を 5 つ並べ、そのまわりに団子状

にした土を貼り付けて肉付けしていきま

す。また、焚口部分には瓦を鳥居型に組んで

強化します。 

 具体的な作業の手順 
作業① 各火袋の位置に円形の内型を置く。 

焚口の位置を決め、焚口の両サイドとなる部

分に縦長った瓦を置く。 

作業② ①で置いた焚口の瓦部分を除いて、

内型に合わせて泥団子を並べて積み上げる。

その際、板や木製のコテで叩き締めながらか

まどの形に成型する。 

作業③ 焚口の上部分になる瓦を、①で立て

た両サイドの瓦の上に置く。この周囲にも泥

団子を置き、かまどの形に成型していく。 

作業④ さらに肉付けして形を整え、残すは

仕上げ塗りという状態まで成型し、乾燥させ

る。 

 

作業② 焚口の両サイドの瓦を置
いたら、その周囲を除いて破線の
あたりまで、泥団子を積み上げ
る。 

作業① 最初に内型
を置き、焚口の両サ
イドになる瓦を設置
する。 

作業③ 焚口の上部と
なる瓦を置き、鳥居型
の瓦の周囲も泥団子を
積んでいく。 

次回のかまど再生ワークショップは 

瓦 

瓦 

瓦 

▲写真は宮奥淳司さんがアフリカ･タンザニ
アでかまど作りをされた際のもので、内型を
使用したかまど作りの参考のための写真で

す。今回行なう内容と、全く同じではありま
せん。 


